
新型インフルエンザが発生しました新型インフルエンザが発生しました

新型インフルエンザにかからないために新型インフルエンザにかからないために

　４月25日、ＷＨＯにより、メキシコ及び米国においてブタ由来のイン
フルエンザ（A/H1N1）の発生が確認されたことを受けて、４月28日
に厚生労働省は「新型インフルエンザ」発生を宣言しました。
　ＷＨＯは、この新型インフルエンザの継続的な人から人への感染が見ら
れるようになったことを受け、パンデミック警告レベルをフェーズ４に引
き上げることを宣言しました。５月１日にはこのレベルはフェーズ５にま
で引き上げられ、世界中で感染が拡大しています。日本においても海外渡
航歴のない感染者が確認されるなど、感染の拡大が懸念されています。

インフルエンザ（A/H1N1）ウイルス
米国疾病対策センター（CDC）提供

■不要不急の外出を避けて、なるべく人ごみに出ない。

■外出先から帰宅したら、うがい・手洗いを徹底する。

■高熱などの症状が出たら、保健所などの指導に従い、 なるべく

　早く受診する。

■発熱、咳
せき

、くしゃみなどの症状がある人は、マスクを着用する

　など咳
せき

エチケットを心がける。

■２週間程度の生活用品などの備蓄をしておく。

感染の拡大を阻止するためにも、日常からの対策と準備が必要と
なります。家庭でできる対策と準備は次のとおりです。

※ある感染症や伝染病が世界的に流行すること

家族のだれかが発症したら？家族のだれかが発症したら？
　発熱・咳・全身痛など通常のインフルエンザと思われる症状が

ある場合、まず筑西保健所（発熱相談センター）に電話相談し、

県が指定する医療機関など（発熱外来などを設置）を受診してく

ださい。事前連絡なく近所の病院や診療所で受診すると、万が一

新型インフルエンザであった場合、待合い室などで他の患者さん

に感染させてしまう「２次感染」のおそれがあります。　

発症を疑わせる症状を
呈する者を含む　

発熱相談センター 発熱外来⇨該当者は全て入院治療
筑西保健所

☎２４－３９１１
新型インフルエンザ検査の実施
感染症指定医療機関　結核病棟

電話
相談

受診

⇨ ⇨
県のＨＰ「新型インフルエンザ対策について」http://www.pref.ibaraki.jp/category/welfare03.html

■新型インフルエンザに関する問い合わせは…筑西保健所☎２４－３９１１

咳（せき）エチケットを
守りましょう！

インフルエンザに限らず、く

しゃみや咳などのしぶきの中に

は、ウイルスや菌が大量に含ま

れています。症状がある人は、

マスクを着用するなど、「咳エ

チケット」を守り周囲に感染さ

せないように注意しましょう。

《地域での患者数がまだ少ない場合》

発熱、下痢など体調が悪い ☎ 029-301-4001（24 時間）
茨城県庁内電話相談窓口
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地
域
み
ん
な
で
守
る

今市、広島と下校時の児童を狙った事件が連
続して発生。このような悲惨な事件を繰り返し
てはいけないという思いがすべて。事件後すぐ
に、青少年育成市民の会が安全ボランティアを
開始。安全体制をより効果的、継続的にと保護者、
自治会などの協力により平成20年８月にスクー
ルガード河間地区を発足しました。
　スクールガードの活動には終わりがない。無
理をしては長続きできない。それぞれできるか
たちで参加していただくのが理想。また、集団
で下校している時は問題ない。１人になった時
が最も危険である。最後のひとりまで送り届け
るのが私たちの役目である。

　

近
年
、
登
下
校
時
の
児
童
・
生
徒
が
被
害
者
と
な
る

事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
栃
木
県
日
光
市（
旧
今
市
市
）

で
、
小
学
１
年
生
の
女
児
が
、
下
校
時
に
連
れ
去
ら
れ

殺
害
さ
れ
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事
件
は
、
記
憶
に

新
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
や
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
巡
回
や
危
険
箇
所

地
域
で
守
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全

スクールガード河間地区

稲
いなみ

見　信
のぶお

夫　会長

　

全
国
で
登
下
校
中
の
児
童
・
生
徒
を
狙
っ
た
犯
罪
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
市
内

の
各
地
区
で
も
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
防
犯
活
動
を
行
い
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
『
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
河
間
地
区
』
を
紹
介
し
ま
す
。

の
点
検
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
人
的
・
地
理
的
に

限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
立
ち
上
が
っ

た
の
が
、
保
護
者
や
自
治
会
な
ど
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

昨
年
８
月
に
発
足
し
た『
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
河
間
地
区
』

は
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
守
る
」
の
趣
旨
の
も

と
、
約
１
２
０
人
の
人
に
登
録
い
た
だ
き
、
河
間
小
学
校

児
童
の
登
下
校
時
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

スクールガード河間地区では、①なかよしパトロール（一

緒に歩きながら見守る）②健康パトロール（散歩をかねて

子どもたちを見守る）③交差点パトロール（自宅近くの通

学路で子どもたちを見守る）④ながらパトロール（買い物

や仕事の途中や帰りに子どもたちを見守る）を組み合わせ、

リレー方式で子どもたちを自宅まで送り届けます。

　また、お世話になっているスクールガードの人たちを学

校に招待し、交流食事会なども定期的に行われ、子どもた

ちと地域のコミュニケーションも図られています。

　子どもたちを守る「スクールガード活動」などは、犯罪

を抑止するとともに、子どもたちに安心感を与え、学校と

地域の連携による安全・安心なまちづくりが期待されます。

安心して暮らせるまちのために

下
館
駅
前
交
番
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
件
が
起

こ
っ
た
地
域
や
要
望
が
多
い
地
域
な
ど
を
中
心
に

見
廻
り
を
行
い
、
留
守
宅
や
深
夜
な
ど
に
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が

安
全
・
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
ま

ち
を
目
指

し
、
巡
回

を
強
化
し

て
い
ま
す
。
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